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Zヲ新潟県支部報
日本野鳥の会新潟県支部

〒9 5 9 -4 4
新潟県東蒲原郡津川町
三郷 1 1 9 3 番地

渡 部 通 方
TEL 0 25 4 9 (2)5 0 4 5  
振替 新潟 1 -6 0 0 283年4月1日 No.15 （冬・春）

長久のλ－ 1L " .. 

ヤツガシラの散歩道
昨年の 3月下旬， ひ ょっ乙りあらわれたヤ

ツガシラには改めて自分のフィーJレドの新鮮
さを味わった。何となく大陸な勾いを漂わす
風貌に親しみを感じ， 3 日間程じっくり観察
させてもらった。海岸の松林とニセアカシア
林の聞に細長く広がる田んぼと， 採ガス用基
地とが何となく牧歌的なのどかさをかもし出
し， 卒業生が尋ねてくると， 二人で話しなが
ら歩いて時聞をつぶす。ヤツガシラもその卒
業生が最初に発見してくれた。

新潟市の中心地から新発田方向lζ海岸沿い
の県道を車で走る乙と30分， 東港に近い太夫
浜の砂丘lζ建つ敬和学園高校が私の勤務地，
その裏が私のフィーノレド． というには純（な
まくら）なマイフィールドである。

しかし， その自 然、は折りにつけ報告しなけ
ればならない魅力がある。植物では， ハマナ
シの円形大群落， ハイネズ， キリンソウ（ ベ
ンケイソウ科） ， ヤブカンゾウは特に注目に
値し， その他砂丘植物はもれなく存在する。

先の秋に海lζ出て， シギ・ チ ドリを観察し
ていた時 ， イソヒヨドリの美しい姿勢につい
見とれてしまった。絵林の中に入れば， 林床・
低木林として， ヒョウタンボク・ エ ノキ・ ノ
イノイ ラ・イシミ カワ・ニワトコ・ツタウJレシ・
ノダフジなどが混み入り， 野鳥が遠くから種
子を運んできて育ったであろう カマズミ の赤

藤 田 英 忠（豊栄市）

ヤツガシラが飛来した太夫浜の風景

い実が美しい色を添える。 そして， 乙の隣り
にはニセアカシアのさながら原生林を現わせ
る巨木が， また時 の野鳥を喜ばす。

最近は少なくなったトラツグミ の声は， 私
を最初に乙の世界lζ引き入れた。

クロツグミ とアカハラの掛け合いで始まる
春のラブソング， ときおりキジ・ カッコウ・
ホトトギス・ ツツド リが聞を置いて鳴くと，
またオーケス卜ラとなっていく。さわがしく
ディスプレイをするオオジシギには， 何ごと
が起乙ったのかと， 空を見上げたくなる。乙
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のように目立つ烏の陰にあって， 先に上げた
林ではサンコウチ ョウ・アオジ・シジュウカ
ラ ・ビンズイガ， 陽あたりの良い林のソヂで
はホオジロ・ウグイス・センダイムシクイ・
コ ムク ドリが美しい声を聞かせる。田んぼで
は， アカエリヒレアシシギやオシドリがえさ

ついば
を啄み春の散歩道は楽しくなる。

カヤの穂先でホオアカ・モズ・ オオジュリ
ンがキョロキョロしている風情は， 田植えに

勢出す人間共をものともしていない。秋から
冬 iζかけて， ハクチ ョウ・ カモが体を休め，
タゲリが雪の中をミ ューミ ューと鳴いて遊ぶ
姿lと自然のあわただしさを感ずる。まだ風来
坊的iζ見てまわっているにすぎない野鳥だが，
未熟な小生のメモをひもとくと62種 ， もっと
もっと確認できる種 があり， 予想では80 穫を
超えるはずである。

今年 1 年， じっくりと探鳥してみようと思う。

期待大きい指導員養成講座

日本野鳥の会の会員数が一万人を超え， 日
増 しに高まる自然指向の中でさらに会員数は
増加傾向を示してきています。新潟県支部で
も発足当初60 余名が今では 2 0 0 名を突破し，
事務局体制も強化 してゆかなければいけない
現状です。日本野鳥の会とバードウオッチ ン
グが広く受け入れられ，会員が増 えてゆく乙
とは， 本会がより強力な自然保護団体として
活躍してゆける乙とにつながります。と乙ろ
が，新入会員が増えてゆくと探鳥会で十分な
指導ができない等といった話も聞かれる昨今
です。胸ときめかせながらバードウオッチ ン
グに仲間入りしてくれた人たちです。 「県支
部の探鳥会は良かった」と言ってもらうよう
にしたいものです。そ乙で全国 的に 「リーダ
ーを養成しようJ という気運が高まって，本
部において1981年秋から 「中級指導員養成講
座」 がオープンした訳です。一昨年は県支部
から，山本明副支部長，新潟市の高橋秀恵氏
白井康夫氏の 3 名が受講し，各探鳥会でリー
ダーとして活躍していただいています。

乙乙で言う 「中級指導員」 は， 日本野鳥の
会の理念をよく理解し， それを探鳥会などの
場を通じて会員の皆さんや一般参加の人たち
に伝えるリーダーを養成できる人を指します。
毎年10月 に聞かれる乙の講座では，日本野鳥

事務局 渡 部 通

の会の理念と現状， 自然保護論，支部運営法
探鳥会指導法などについて講義と実習が行わ
れます。私も昨年との講座を受講し， 乙乙で
は講座内容についてふれてみたいと思います。
O第1日目

・日本野鳥の会の現状と展望0
．日本野鳥の会と自然保護。

・日本野鳥の会と探鳥会。
・探鳥会と自然保護。
－探鳥会運営の現状と問題点。

O第2 日目
－探鳥会実技（明治神宮 lζて，模範探鳥会

指導の見学）。
・探鳥会設定とプログラ ムの作成0
．探鳥会マニュアJレの作成。
－探鳥会指導アイデア。
－指導テキストの企画と作成。

・翌朝 の探鳥会実技の準備，打合せ。
O第 3 日目

・探鳥会実技（明治神宮 にて， クーループ毎
iζリーダ一実習）。

－安全対策と救急法。
－運営スタッフの編成と役割分担0
．今後の課題と支部での取り組 み。

以上，簡単iとポイントを述べましたが，支
部報13号に山本副支部長の詳細な解説及び報
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告が掲載されていますので参照して下さい。
バードウオッチ ングが一般化 して， 乙れか

らはますます多くの人たちが探鳥会に参加さ
れるζとを考えますと，指導員の不足が指摘
されます。いま， 7＇ロック単位での 「初級指

「学校の烏の剥製J

仕事の関係で， 相崎市内のすべての小中学
校の校舎内を拝見する機会を得た。新築され
たばかりの学校を除けば， どの学校』ζも剥製
はあった。それは全くといってよい程教材と
して使用される様子はなく，理科準備室や廊
下， あるいは階段の踊り場などの古びたケー
スの中に放置されてあった。

色はあせ， 虫は食い，羽が抜けてボロボロ
になってホコリにまみれている。自の無い鳥
もあれば頭の無い鳥もある。臭いもある。と
れでは鳥というものは汚ない， 不潔， 気持ち
悪いと連想しでも， 烏は美しいだの， 可愛い
いだの， 大切に保護したいなどとは御世辞で
も言えたもんじゃない。

子 供 は美しい蝶や花， 昆虫には関心があっ
ても，J鳥lとは関心がないのは，、鳥はすぐに逃
げてしまう， 虫みたいに捕獲できない， など
という理由の他K， あんがいζんなみすぼら
しい鳥を毎日見ているからかも知れない。

剥製のほとんどは地元で捕れた物を地元の
剥製業者が作製したものと思われるが， 名前
の付いている剥製の内， その何割かは別名や
方言が付いている。間違いのない剥製はない
といっても過言ではなし、。中にはていねいな
説明を書き込んである剥製もあるが， その説
明も全くデタラメのものも多い。乙んな物が
本当に教材として役立つているのだろうか。

イソヒヨド リカ五イワツグミ ， アカエリヒレ
アシシギカ三トウネン，イヌワシカ3タカなどは，

導員研修会」が各地で行なわれており，新潟
県支部でも今年度の早い時期に開催したいと
考えています。ぜひ多勢の方々の御参加をお
待ちしています。

本 ＝ * = * 

その地方の方言を知るうえで参考にもなるが，
アビがサカツラガンなどと方言とも言えない
ものも沢山あった。 名前は別名が付いている
が， 珍しいイヌワシ， オオワシ， アカツクシ
ヵーモ， ウミ スズメ類， シギなどもいくつかあ
ったし，中にはナベヅル， カササギ， ネッタ
イチ ョウなど，他の地方から持ち込まれた物
もいくつかあった。

まるでコザミ みたいな剥製でも， 市の備品で
あったり，寄贈されたものであったりで捨て
るζとが出来ないのが実情のようだ。しかし
美感をそ乙ね， 不衛生でまるで役に立たない
教材であるならば， 害はあっても利は決して
ないものと思われる。子 供 は毎日乙のみすぼ
らしい鳥を見ているのだ。野鳥愛護林校K指
定されている学校もあり，野鳥を通して教育
を考えようとするならば， まず乙のみすぼら
しい鳥達の乙とを． 関係者は頭IC入れておく
必要があるように思う。野鳥は決してキモチ
悪くはないのだ。

「ぐぜ？
佐 藤

先日，瀬戸市のある焼物メーカーの方κ会
いました。乙乙の製品はすべて外国 向けの鳥
の置物で， 毎年クリスマス前 には外国 との取
り引きでおお忙しとの乙とです。なかには 2
m程も翼を拡けγこワシ，外国 の図鑑と首っぴ
きで作るものなど， さまざまだそうです。何
に由来するのか， 床 の間κ猛禽の死体を飾る
と言う悪習を持つ国 から見れば， かの国が何
ともうらやましい限りです。
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福島潟鳥類観測ステーションについて

現在日本には， 鳥類観測所が55カ所あり．
そのうちl級ステーションが 9 カ所， 2 級ス
テーションが46カ所となっています。 新潟県
では， 福島潟がl級， 柏崎， 柴島がそれぞれ
2 級の 3 カ所あり例年数々の実績をあげてお
ります。 福島潟のステーションは日本で一番
立派な建物として， 昭和57年度に増 築され約
60 坪（ 198 nf）の 3 階建となりました。

福島潟のステーションはどんな目的で， ま
たどんな役割を果しているのか簡単に説明い
たしまし ょう。
1. 目 的

渡り鳥条約等（昭和47年アメリカ， 昭和48
年ソビエト， 昭和49年オーストラリア， 昭和
57年中国）に基づく ‘渡り鳥， の国際研究及
び保護のため，鳥類の生態を具体的に究明す
るための仕事として主として， 標識調査（す
べての鳥類を捕獲してリングはめて放鳥し，
後日乙れを回収する調査）をする乙とが目的
です。
2. 運営管理

•tしな
とれは環境庁から委託を受けた山階鳥類研

究所が行なっており， 責任者は同所の標識研
究室長吉井正氏であり ， 福島潟のステーショ
ンの担当者はあの有名な 、ヤンバルクイナ，
を発見し日本鳥学会から鳥学研究賞を受けた
主任研究員の真野徹氏です。
3. 役 割

lの目的にそって，鳥類の生態． 特iζ各種
鳥類の成 ， 幼鳥の判別，羽色の変化， 渡りの
Jレートを具体的に調査しています。

一番の役割は，全国のパンダー養成所とし
て， 昭和55年から毎年70～1 00 人のパンダ一
志望者の指導養成をしております。 現在パン
ダーとして環境庁のライセンスをもらって仕
事（ボランティアが中心）をしている人の数

新潟県環境衛生部 風 間 辰 夫

は全国で200 人位です。 乙のうち新潟県では
15人がおり 3 カ所のステーションで活ゃくし
ています。 また中国やアメリカ等のパンダー
との交流もはかり国際的な鳥類の研究の場と
なって将来共同研究も行なわれるととになっ
ています。
4. 新潟県の野鳥保護団体の皆さんとの関連

一般県民の皆さんとはさして関係がありま
せんが，野鳥保護団体の皆さんとは大いに関
連があるでし ょう。 バード ・ ウオッチ ング等
で ， 不明の点や疑問を発見したら， ステーシ
ョンを利用して正 しい答えを得るようにした
らよいと思います。 ステーションには，各種
鳥類の成， 幼鳥の虹彩の色， 羽色の変化など
を写真にとって保存してありますし， 標識烏
は昭和48年からのものが全部集録されていま
す。また日本全国の鳥類に関する情報も聞か
れますので是非利用していただきたいと思い
ます。

福島潟でヤマセミ ， タマシギ，カワガラス
が見られたといったら単なる観察（バード ・
ウオッチ ング）では信頼されない場合が多い
でし ょう。 乙の他lζ珍島渡来の記録はたくさ
んあります。
5. 利用されたい方への便宜

福島潟ステーションを訪問したり，勉強し
たい方は

新潟市坂井1398 - 3 風間辰夫
T EL 68 -3660へど連絡ください。

（昭和58年 4月20日ごろまでに山階鳥類研究所
の福島潟ステーション勤務日程がきまります）
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ワシ情報
ホその1ホ 長岡市 塚越 大助

オジロワシのくるのが遅いので心配してい
たと乙ろ， 1月19日（昭和58年） にようやく
あらわれました。前のシーズンは56年12月 7
日，その前のシーズンは56年 1月 2日でした。
乙れらは，ぼくの見た記録で＝その前にも来て
いるかもしれませんが，今年は遅すぎるので
はないかと思います。今年，冬 鳥が全体iζ少
なかったという の もとても気になり ます。
ホその2様 相崎市 伊平清士

1月22日，雪降りの柏崎市越後広田駅上空
でオジロワシ成鳥 1羽を確認。 2月11日，小
林成光氏よりの連絡で氏の鳥友，石綿さんが
見たと言うオオワシらしき鳥を三人で見に行
きました。拍崎市南鯖石田島地内舗石川でオ
オワシ若鳥l羽確認しました（写真もパッチ
り撮りました）。 川に捨てる魚のアラを食べ
にトピ，カラスがいつも多数います。バード
カービングを始めました。木彫の材料のほし
い方，安く安く荒 彫を作ってあげます。
合連絡先…〒 949-37 TEL①2572) -3059 

柏崎市北条 伊平清士まで
ホその3ホ 長岡市 太田 実

2月23日－午後 2 時 30 分，大河津分水信濃川
でオオワシの成鳥l羽を観察

2月24日…午後12時 40分，前日と同地点でオ
オワシの成鳥 l羽を観察（乙の日は写真
を撮りましたが成功したかと、うかわから
ない，未現像）。

ホその4＊南魚沼郡塩沢町桑原民生
ワシ類の12時 間観察が行われた。場所は十

日町市近辺の信濃川の四ケ所。調査人員は十
日町や津南の高校の先生や十日町野鳥の会の

会員等12名。時聞は昭和58年 3月 4 日 6 : 00 
～18 : 00。

乙の調査でオジロワシの成鳥が 3羽。オオ
ワシの若鳥がl羽確認された。オオワシの若
鳥は 2月11日と2月24自にも観察され，ウミ
ワシともいわれているオオワシが，乙の山深
い地域lζ定住しているように恩われる。

また，オジロワシの幼鳥l羽も，調査日に
は認められなかったが， 今年になってから確
認されている。

以上の結果．オオワシ，オジロワシあわせ
て，少なくとも 5 個体は乙の地場に棲息して
いる乙とになるが，乙のように多くの個体が
棲息している地域は，県下でも他に例がない
のではなし、かと思われる。乙の乙とは，乙の
地域が本年度より休猟 区K指定されたという
乙とと無関係ではないようだ。
ホその5本 栃尾市箕輪貴一
1月 4 日 午前 8 時 40分，栃尾一見附境界近

くの東山で，l羽のオジロワシが信濃
川方向より飛来。上空を旋回，2～3 分
後さらに別の 2羽が加わり，合計 3羽
で旋回した後刈谷田川方向に飛び去る。

2月19日 （午前 8 時 ）と 3月 4日（午後12
時 5 分）， 幼鳥と思われるオジロワシ
1羽を別の場所で同じ方向に飛んでい
くのを確認。 毎年，東山を越えていく
オジロワシを確認。

事その6本 柏崎市小林成光
58年 2月 8 日・ー柏崎市内南鯖石の山根橋付近

で，オオワシの亜成鳥が1羽観察され
た。乙の鳥は 3月 5 日まで当地にいた。

2月27日・・上と同場所でオジロワシが観
察され，乙の日はオオワシもいっし
ょに認められた。
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く上越より＞ 上越市 古川 弘
57 年 8月31日・アカツクシガモ♀1 （朝 日

池）
9月19日…コアオアシシギ1 ＇ ツルシギ2 ,

クサシギl （絡の池南側の水田）
9月26日・アカツクシガモ♀l （鵜の池

午前11時 50分～午後l時3 0分）
9月3 0日…アメリカウズラシギ1 （頭城

村 増 田地内， 重箱池）
1 0月 3 日・オジロトウネンl （向上）
1 0月 5 日…エリマキシギ0 1 （向上）
10月3 1日・・ハイイロガンl ， ヒシクイ1 73 ,

マガ．ン20 （朝 日池）
1 1月 3 日～12月1 4日・・オカヨシヵーモ ( 1 

番，多い時 には 9羽，朝 日池）
11月 6 日…アメリカヒドリ3 1 （朝 日池）
12月1 4日ーカワアイサ0 6 ， ♀ 4  （朝 日

池，乙れまでの観察で最多）
58年 1月1 5日…アトリ100 +' 200  ＋の 2 群

（朝 日池周辺の水田）
2月 1 日・・・ヒシ クイ992 ＋，マガ’ン13+

（朝 日池）
2月20日・・・ハマヒバリl， ユキホオジロS

L， 冬羽 （直江津港）。 その後一周
間以上滞留した乙の 2羽は，常lζ 、つ
がい， のように行動を共にしていた。
ユキホオジロは枯草やガ’レキの所で盛

んに採餌 していた � 8 �の記録有） 。
＜たより＞ 元上越市岩島 裕子

新潟支部 の探鳥会に出ないまま東 京にひっ
乙してしまいました。上越の方に自宅がある
ので新潟へ帰る乙とも多いと思いますが，最
近東京支部での探鳥会へ出かけたのでその乙
とについてお知らせします。新潟での鳥だよ
りを送る乙とができないζとすみません。

多摩霊園ではつぎのような鳥に出会いまし
た。キジノfト，ビンズイ，ヒヨドリ，ジョウ
ビタキ，シロノ、ラ．ツグミ， ウグイス，エナ
カ＼シジュウカラ，ホオジロ，カシラタ’カ，
アオジ， カワラヒワ，イカJレ，シメ，スズメ，

カケス，オナヵー，ハシブトガラス，ヒガラ，
ヤマガラ， コゲラ， チョウゲンボウ。多摩川
では， カイツブリ，イカルチ ドリ，タヒバリ，
タシギ， イソシギ，コサギ，アオサギ，オナ
ガガモ，コガモ，ミコアイサ，セグロセキレ
イ，ノスリ，ハクセキレイ， ユリカモメ，ト
ピをみました。 乙の他， 明治神宮でウグイス
の地鳴きを聞いたり， きれいなオシドリをみ
かけました。また， 大井野鳥公園ではオオパ
ンを観察しました。 去 年1 年間，私が住んで
いた上越の家の部 屋からみた鳥はつぎのとう
りです。キジ，キジバ卜， スズメ， ムクドリ，
ツグミ，カワラヒワ，ハクセキレイ，カノレカー
モ， オナガ，モズ， ハシボソガラス，トビ，
カモメ，コサギ， シジュウカラ。
く魚沼より＞ 塩沢町 木下 弘
2月18日…魚野川中野 橋（塩沢町） でカワセ

ミ1 羽。 ムクドリの活動が活発化（仙石）。
2月20日・深夜午前 2 時 頃遠くでフクロウの

声（仙石）。
2月26日…シメが冬囲いの樹木にもぐりとん

で餌をさがしている（五十沢）。
2月27日…アオゲラが自宅の軒下をつつつき

まわる音で目をさます（仙石）。
2月28日…ヤマセミ雌雄上空高く飛びまわる

（五十嵐） 。 残っていたナンテンの実に
ヒヨド リがよく来ています。

私もできるだけ早くウグイスとツバメの初
認をしたいと思いますが，支部報にその記事
をのせて下さし、。最近まるっきりフィールド
にでず， もっぱらツバメの調査結果の整 理と
学年末事務に追われています。く珍客〉 柏崎市 小林 成光
57年1 0月25日…相崎市安政町の（汚水） 終末

処 理工場において，クロコシジロウミ
ツバメが保護された。天候と体力の回
復を待って， 後目標識・放鳥された。
乙の間，鳥lζはギス（魚）が与えられた。
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＜猛禽＞ 栃尾 市 箕鎗 貴一
1月 2 日…午前 8 時 ，見附市八丁沖で，カワ

ラヒワ，スズメ，カシラダカの群れにl
羽のチ ゴハヤブサが狩りを試みた。だが，
先iζ気づかれて失敗，2 ～3 分休んだ後
飛び去 る。
3月末頃には，ミ サコーが営巣のため，ま
た栃尾にもと、ってくるでしょう。

く近況＞ 新潟市高内千香子
野鳥の会に入会して一年。なかなか探鳥会

iとでられず，送っていただく資料や ，野鳥の
会出版の本をみながら烏の名前を覚えている
と乙ろです。 そういうわけで，今回は 、鳥だ
より， をお送りする乙とができませんので失
礼させていただきます。今年は探鳥会にも出
て， ‘鳥だより， を作りたいと思っています。

今後もよろしく お願いいたします 。
＜秋と冬の佐潟より＞新潟市 高辻 洋

佐潟は周囲を林や畑lζ固まれており，角田
山にも近いため，水鳥だけでなく小鳥やワシ
タカ類も多く見られます。夏の一時期を除い
てほとんど‘佐潟へ通っていますが，とにかく
数多く見たい私には最適です。

秋から冬 にかけての様子をお知らせします
と，まず，カモ類は10月 末には相当数が渡来
します。シーズンを通して数の多いのは，マ
ガモ，コカ’モ，オナガガモ，カルカ。モで，あ
まりの多さにカウントは始めからあきらめて
います。ヒド リガモ，トモエヵーモ， ハシビロ
ガモ，ヨシガ「モは，数は多くはありません。
ただ厳冬期に10 0羽以上のトモエガモを見る
乙とがあります。オカヨシガモ，ホオジロガ
モは珍しい方です。 キンクロハジロ，ホシハ
ジロは春先iと多く見られます。大雪が降ると
ヒシクイの大群が入ります。今年の大雪の際
も 1,5 0 0羽以上がみられました。小鳥では，
カシラ夕、カ，シジュウカラ，エナガなどの群
れがよく見られます。稀にアトリの大群が飛
来する乙とがあります。今年はアカゲラ，コ
ゲラがよく見られました。タシギ，タゲリも

珍しくはありませんし，ダイサギ，アオサギ，
コサギは年聞を通して見られます。ワシタカ
類では，オジロワシは冬中通えば必ず見られ
ると思います。オオワシは今年はまだ見てい
ません。チ ュウヒ，オオタカなども見られま
す。 ハヤブサやハイイロチ ュウヒをぜひ見た
いと思っていますが，まだ果たしていません。

今年の珍しいものとしては，11月28自にミ
ヤマホオジロ合1 を見ました。また，12月19
日K，オオタカの若鳥が水辺の杭をポイント
に舞いあがっては元にもどる飛行練習のよう
な動作をしているのを見ました。 1月15日に
は ムナグロの冬羽と恩われるものが出ていま
す。ツグミ と同大でしたのでダイゼン ではな
いと思われますが，時期と場所を考えるとあ
まり自信はありません。

ζれから春先の渡りのシーズンになります
と，珍客にお目にかかる乙とがよくあります。
シマアジ数羽は必ず入るようです。そのほか，
ζれまでに ノゴマ， ノピタ キ，ミ ソサザイ．
アリスイ，カワセミ などを見ています。カモ
の大群の渡来する10月 から私の一番好きなオ
オヨシキリの鳴き終わる 7月初 旬まで，佐潟
では季節の移り替りを感じながら鳥をたのし
むととができます。佐潟には公園計 画がある
ようですが，ζれまでの 「開発」 とは無縁な

内容の計画であ ってほしいと思います 。
＜阿賀野川河口より＞ 新潟市高橋正良

支部 報Nu12 (81年10月30日）で千葉晃さん
が新潟空港の鳥について報告されました。私
も千葉さんの御指導をいただき観察をしてい
る一人です。私たちの観察した鳥は実に11目
26科89 種 κおよびます。亡く大ざっぱなリス
トですし，たいへん長くなりますが「日本野
鳥リスト」の順iζ報告します。

カイツフ’リ，ノ、ジロカイツフ’リ，ヨシコーイ，
ゴイサギ，ササゴイ，アマサギ，ダイサギ，
コサギ，ヒシクイ，オオハクチョウ，マガモ，
カJレガモ，コガモ，オカヨシカ。モ，ハシビロ
ガモ，キンクロハジロ，スズガモ，卜ピ，オ
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ジロワシ， ノス1）， チ ュウヒ， ハヤブサ，チ
ョウゲンボウ， パン， オオパン， コチ ド リ，
シロチ ド リ， メダイチ ドリ， ムナグロ， タ。イ
ゼ‘ン， キョウジョシギ， トウネン， ヒノぜリシ
ギ， ハマシギ， サノレハマシギ， オパシギ， ミ
ユビシギ， アオアシシギ． タカブシギ， キア
シシギ，イソシギ， ソリハシシギ， オオソリ
ハシシギ， ホウロクシギ，チ ュウシャクシギ，
タシギ， オオジシギ， アカエリヒレアシシギ，
ユリカモメ， セグロカモメ， オオセグロカモ
メ， カモメ，ウミ ネコ， アジサシ， コアジサ
シ，キジノぜ卜， カッコウ， アマツバメ， ヤマ
セミ ， カワセミ ， ヒノイリ， ショウドウツノイメ，
ツノぜメ， コシアカツノイメ，イワツノぜメ，ノ、ク
セキレイ， セグロセキlンイ， タヒパリ， ヒヨ
ドリ， モズ， アカハラ，ツグミ ， オオセッカ，
コヨシキリ， オオヨシキリ， セッカ， シジュ
ウカラ， ホオジロ， ホオアカ， カシラダカ，

アオジ， ユキホオジロ， カワラヒワ， ベニマ
シコ， スズメ， ムクドリ， オナガ， ハシボソ
カ。ラス，ノ、シブトカ’ラス。

河口はミ ニチ ュア北海道といった様子です。
年中飛行機の 爆音がし， 強風が吹きます。 決
して野鳥にとって住みやすい環境とは思えま
せん。 空港が立入禁止のため， あるいは冬期
の悪天候のため人があまり近寄れない乙とが
幸いしているようです。 しかし，最近発砲が
禁止されるまで， ハシボソカラス， ヒシクイ
が打たれました。 コアジサシの営巣の乙ろは
ゴJレフ練習， 犬の散歩が無残な様相を作りだ
します。 現代では川を巨大な排水路としか扱
いません。 空港は安全な空の 便のためだけに
存在しています。 決して野鳥たちの 「楽園」
ではないのです。 阿賀野川の 流量を 2 年間観
測してきた私にとって河口は人間と野生の動
植物の 悲惨な接点と思えるのです。

園 田町ー園町 田園田開田 園田町田岡市 町m町田圃園田園 田園園周園園畑田園圃圃岨田 園田園園田園園田園田園田園田園田園圃園圃幽盟国園田園園田 掴

私のT枚
……匂空ノ扉帯 型ノ兎で 6 種

（柏崎市 小 林 成 光 氏撮影）
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茂五言�記録i
＊朝日池探鳥会（57年1 1月 7 日）

乙の日心配された天候も， 曇り空ながら何
とか持ち乙たえてまずまずの探鳥日和となる。

柏崎から， 市の青少年健全育成セン ターが
毎秋行っている探鳥会の一行（指導者は小林
成光さんら本会柏崎グループ） がパスl台で
参加，長聞からも子供 を含めて1 0数名が参加
その他地元の方々で総数51人（うち子供26人），
さっそくプロミ ナーをすえつけて水面に浮ぶ
水鳥類に見入る。

ヒシクイ（45羽） は間もなく飛ひ‘立ったが，
コハクチョウ， アオサギ， 夕、イサギなどの大
型鳥から雄の羽色の美しいカモ類など，子供
達は代る代るプロミ ナーをのぞいては喚声を
あげていた。 ベテランの人はアメリカヒドリ

( c I羽） ， オオパン ，カワウなどをみつけ
たり，あまり見かけないオカヨシガモをじっ
くり観察し， その♀が酷似しているマガモの
♀とどとが違うか見いだそうとしていた。上
空にはタゲリやチ ュウヒが飛び， ミ サゴが来
てダイビングして魚を捕ってゆく光景もみせ
てくれた。背後にあるアシ原には． オオジュ
リンやコヨシキリがまだ残り， タヒバリも飛
んでいた。

昼食後， 柏崎の子供達は据えつけたプロミ
ナーに見えるのは何の鳥か， 復習をかねて指
導者逮からテストを受けていた。子供達は皆
真剣だが楽しそうだった。

ともかく ， 初心者からベテランまで満足で
きる乙の日の探鳥会であり，朝 日池だった。
く出現した鳥＞カイツブリ，カワウ， ダイサ
ギ， アオサギ， ヒシクイ，コハクチョウ， オ
シドリ， マガモ， カルガ、モ，コガモ， トモエ
ガ．モ， ヨシガモ，オカヨシガモ，ヒドリガモ，
アメリカヒドリ， オナガガモ， ハシピロガモ，
ホシハジロ， キン クロハジロ， スズガモ，ミ
サゴ， 卜ビ，チ ュウヒ， チョウゲン ボウ， キ

ジ，オオパン． タゲ‘リ， ユリカモメ， キジバ
卜， ハクセ キレイ， タヒバリ， ヒヨドリ， モ
ズ， コヨシ キリ， ホオジロ， カシラダカ， オ
オジュリン， カワラヒワ． スズメ． ムクド1)'
ハシボソカ‘ラス (20科41種）

（担当：山本 明）
＊佐潟探鳥会（57 年11月 7 日）

晩秋の 1日，新潟市赤塚の佐潟において，
本支部 と地元にいがた野鳥の会合同による探
鳥会が開催された。淡曇で明けたその朝，参
加者は会場に隣接した赤塚中学校前に集った
が， しばらくは鳥の話 ならぬ火事の話 でもち
きりだった。当日未明，赤塚中学校が半焼し
たため， まだ不安そうな面持ちで見lζ来る地
元の人々がいたし， 火事場には調査中の消防
署員や警察署員が忙しそうに動きまわってい
て， 双眼鏡をぶらさげて鳥を見に来る人々は
何か場ちがいな感じがしでしょうがなかった。
同校のシン ホ、ルであるハクチョウが， だれか
の気転で学校の池から金久食堂の池へと保護
収容されていたのは不幸中の幸いであった。
参加者約50名は幹事の説明の後， 互いに反対
κ潟を回る二班lζ 分かれて， 観察を開始した。
水鳥たちは晩秋の静けさと寒さの中で， 何事
もなかったような生活ぶりであった。また，
ハクチョウの数は少なかったが， 023 cの首
輸をつけたコハクチョウがいて一行の話 題に
なった。マ 力、モやコガモも多数みられたが．
雄はまだ換羽を終えていないものが多く，初
心者の中には図鑑と大部 ちがう事lと気付き．
大きくうなずく方もあった。ダイサギ，コサ
ギが，岸辺lとたたず．み， カモ類は採餌と整 羽
i乙 余念、がない。チ ュウヒが飛ぶ。 全身まっ黒
のオオパンが8羽も出た。乙の潟での最高記
録だ。ヨシガ、モやキンクロハジロも姿をみせ，
いよいよ潟は冬 近しの観を強くしていた。

（担当：千葉 晃）
＊寺泊探鳥会（58 年 2 月6 日）

冬 季iζ於ける海鳥の探鳥会が． 今年も 2月
6 自に予定通り実施された。 乙の寺泊探鳥会
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は1979年2月 に初会を持ち， 毎年，当地で乙
の時期に行なわれ， 今年はその 5 回目。厳寒
の季節であるにも拘らず，例年県下各地から
多数の熱心な参加者がある。 今回は夜 明け前
から， 雷鳴を伴う降雪があり， 参加者の減少
や， フィーJレド観察の困難さ等を心配してい
たが， 頼もしい小学生も混じえ総勢37名が参
加した。午前10時 より寺泊町体育館 2 階研修
室で，大島支部長の挨拶iζ始まり，当地域の
海鳥（主としてカモメ類） について若干の説
明， 続いて日程と野外観察の為の班編成等の
連絡がある。10時 40分からAコース（寺泊港
～新信濃Iii河口）, Bコース（寺泊～出雲崎
港） の 2斑iζ分かれて観察地へ。雪も小降り
となって晴間も見え，乙の時節の日本海とし
ては穏やか過ぎる。Aコース班が，先ず立寄
った寺泊港では，中央防波堤の北端に約 500
羽のカモメ類とウミ ウを確認出来たものの，

危倶した通り鳥達は沖lζ出ているようで， 港
内や海岸線にあまり集まらず， 距離がありす
ぎた感がある。しけて，防波堤iζ砕ける怒鳴
の飛沫が高く飛び散る様な自には， カモメ達
が頭上に飛び交い， 様々な角度から充分に観
察出来，好条件なのであるが残念であった。
12時 40分頃，会場iζ戻り，歓談を交えての昼
食， l時 30分から観察した烏合わせ． 自己紹
介最後に意見交換を行い閉会となった。
く確認した鳥＞
アピ， ノ、ジロカイツプリ， アカエリカイツプ
リ， ウミ ウ， ヒメウ， マガ‘モ， クロガモ， ビ
ロードキンクロ，ウミ アイサ， トビ， トウネ
ン， ユリカモメ， セグロカモメ，オオセグロ
カモメ， ウミ ネコ， ウミ スズメ， ハクセキレ
イ ， タヒノイ リ，ヒヨドリ，イソヒヨドリ，カ
ワラヒワ，スズメ， ムクドリ， ハシボソガラ
ス， ハシブトガラス （担当：渡辺 弘雄）

調査と観察の記録
1982, 1983年ガン・カモ・ ハクチョウ類全国一斉調査（新潟県分）

の結果について

I. はじめに
本調査は， 冬 季，日本に渡来するガンカモ

科の鳥類とオオパンについて， その 種 類， 個
体数および生息環境を毎年継続調査・分析し，
乙れらの保護に役立てようとするものである。
乙れは日本野鳥の会が1982年より全国一斉 に
実施しており，新潟県支部 からも多数の方々
が参加・協力され， 乙のほどその結果がまと
まった。 そ乙で， 以下にその概要を報告する。
なお，1982年の結果をまとめたものはStrix
（日本野鳥の会研究誌，入手可能） Vol. 1 

( 1982） に掲載されているので一読をおすす
めする。
II. 調査地と方法

調査地には， 例年ガンカモ科鳥類の渡来数
の多い地域を中心IC, 1982年は21カ所，1983
年には20カ所を選んだ（表1 ）。 調査対象は

調査研究部 小野島 学
ガ．ンカモ科鳥類およびオオパン（クイナ科）
であるが，後者はIWRB（国際水禽調査局）
の調査対象種 のため， 特に選ばれたものであ
る。 各年共 1月15日（できる限り午前中に実
施） に調査を行ない， 確認した種 と個体数は
所定の調査用紙に記録し，調査地の環境も調
べた。本県では，野 鳥愛護会がすでに昭和44
年度 (1970年）より 「ガンカモ科鳥類の生息
状況調査」として実施しており（野鳥愛護会
事務局，1983），本支部 も乙れに合同して調査
を行なった。
III. 結 果

①ガン類：1982年はヒシクイ 1,1 0 5羽が，
1983年にはマガ、ン2羽とヒシクイ1674羽（合
計 1679羽 ） が県内 4 カ所（瓢湖， 福島潟，佐
潟および朝 日池） で観察された。ガン類は例
年ほとんど同地域で確認され，生息地は限ら

-10 -
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表1 1982年， 1983年ガン， カモ， ハクチョウ類全国一斉調査結果 （新潟県支部）
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れていると思われる。 乙の他大河津分水では
毎年マガンが猟期の前後に観察されているの
で（渡辺，1980）， 猟期i乙乙のマガンがど乙』ζ
移動するかを調べ る乙とも重要と考えられる。

②ハクチ ョウ類： 1982年はオオハクチ ョウ
632羽，コハクチョウ2,531羽．不明20羽（合計
3,1 8 3羽） が， また，1983年にはオオハクチ

ョウ 852羽 ， コハクチ ョウ 2,573羽，不明240
羽 （ 合計ー3,6 6 5羽） が確認された。 つまり，
コハクチ ョウの占 める割合（ 1982年は79 .5 %. 
1983年 7 0 .2 %） が高く，県下 に飛来するハク
チ ョウ類の約 7～8 割はコハクチ ョウ， 残り
がオオハクチ ョウである乙とがわかった。

③カモ類 ：1982年は19 種 43,514羽が， また
1983年には20種 46 ,119羽が観察された。 乙の
うち， 個体数の多いのはマガモ， カルガ‘モ，
コガモの 3 種 で， カモ類総数の8 0 �ぢ 以上を乙
れら 3 種 が占める乙とがわかった。 また ， 乙
れらは広く分 布し， ほとんどの調査地で認め
られた。 スズガモ， クロカーモ，ビロードキン
クロ等の海カ。モは渡来数が少ないようである
が， 今後沿岸水域で・の調査地点を増やし， ζ
れらの生息状況について情報を集める乙とが
必要と考えられる。 また， 今回の調査によっ
てアメリカヒドリ (1982年＇ 1983年瓢湖） や
オ カヨシガモ (1983年鳥屋野潟および御手洗
潟） のような珍しい種 が確認された乙とも貴
重 な収穫 であった 。

＠ オオパン ：：本種 は新潟市の佐潟と御手
洗 潟からだけ報告され， その個体数は1982年
6 羽 ，1983年 2羽とどく少なかった。
IV. おわりに

乙の調査は， まだ 2 回しか行なわれておら
ず，調査地も20カ所程度と限られているので
県内全域の生息状況を充分 検討する乙とは で
きなし、。来年度は調査地をさらに増加し， よ
り充実した調査を行なっていきたい。会員諸
氏 に対し一層の御協力をお願いする。

最後に調査を担当された各氏の氏名を列記
し， その御苦労 に対して謝意を表します。

高橋秀恵，山田清， 白井康夫， 伊藤 卓夫，
大島美佐子， 宮 越一俊， 加藤 誠一，布J 11耕市，
熊倉了一，本間隆平，吉川繁男， 箕口秀夫，
古川弘，吉川吉枝， 末 崎輿助，長谷川誠，小
林高臣，大島竹一， 桑原民生，木下弘， 渡辺
央 ， 渡部通，井上信夫， 林克久， 桑原滋夫，
河野 斉， 小林成光， 桑山俊英，中島公， 渡辺
弘雄， 太田実， 山谷正喜， 山本 明， 高綱勉，
西 沢一郎， 渡辺俊英，木下徹，古沢昭三，中
山正則，小野島学。

文 献
野 鳥愛護会事務局(1983）：昭和57年度ガン カ

モ科鳥類の生息状況調査 。野鳥新潟
54 , 6 ～ 7  

日本野鳥の会研究部 (1982）：第1 回ガン・ カ
モ・ ハクチ ョウ類全国 一斉調査(1982）の
結果について。Strix I , 43～55 . 

渡辺央(1980）：信濃川大河津分水路域におけ
るガフカモ科鳥類個体群の季節的変動。
長岡市立科学博物館報，15 . 19～32 . 
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アオゲラ（Pieus αwok erα）のつつき回数について
小千谷市 中 山 正 則

、‘d

I. はじめに

アオケ’ラは ， セグロセキレイなどとともに
本邦の固有種 で，当地方では低山帯の森林内
lζは普通に見られる。小千谷市 において夏期
繁殖期に観察されるキツツキ類は， 本種 とコ
ゲラのみであり，アカゲラは秋期から春期の
聞に観察される漂鳥である（ 中山，1996）。

乙のたび， アオゲラのつつき行動を観察す
る機会を得， つ回当りのつつき回数�Dやそ
の他の行動を記録したので，報告したい0
1 観察地及び記録方法

観察地への初飛来は1982年 4月13日であっ
たが， 観察を行なったと乙ろ目視でもつつき
回数が十分算定できたので記録した。すなわ
ち， 同年 4月22日午後 4 時 l 分から午後 4 時
41分の聞の次のつつき行動をピックアップし，
l 回当りのつつき回数を連続して記録した。

メス PM 4 : 01～ 4  : 05 
オスl 回目 PM 4 : 11～ 4 : 16 
オス 2 回目 PM 4 : 17～ 4 : 41 

また，つつき行動に伴って行なう，木の穴
の 中にたまった木くずをくちばしで払い出す
行動を ‘ ムシリ卜リ， と名づけ， 乙の回数も
併せて算定した。

観察記録した場所は，新潟県小千谷市 船岡
町小千谷市 立理科教育センター裏（北緯37。18’
05 ＂，東経138・8’00 つである。対象樹木はキ
リであり，巣穴の位置は地上から約I. 5 mで
あった。
III. 結 果

(1) 1 回当りのつつき回数
1 回当りのつつき回数については表1 で示

したが，メスの‘γyキ宇2）の総計（67回）のうち
1 番多かったのは「2 回」の26回で，乙れに次
いで「3 回」の23回，続いては回J，「l回J.
「5 回」の順であった。オスのl回目と 2 回目
を併せたl回当りのつつき回数をみると，

、＿，，

番多かったのは 「3 回」の 121 回で， 次いで
「5 回J，「2 回J，「4 回J，「l回J，「6 回J.
「7 回」，「8 回J，「9 回」であった。 1 回当り
のつつき回数の雌雄差については， 百分率で
示した（図1 ）。

l回当りのつつき回数の平均値を表2 で示
した。メスのl回当りの平均つつき回数は，
2 .79回で， オスのl回目と 2 回目を併せたと
きは， 3.55回であった。 ＼ 

nu

判u

nu

nU

4

3

2

1
 

つ
つ
き
回
数
の
総
数
に

占
め
る
百
分
率

1231.56789 
つつき回数

図1 アオゲラ雌雄における1回当りのつつ
き回数の百分率

(2) ムシリトリ
メスの場合は， ツツキ67回の聞に ムシリト

リを 5 回行ったので， つつきを13.4回するご
とにl回 ムシリトりを行った乙とになり，オ
スのl回目と2 回目を併せた場合は，ツツキ
37 6回の聞に ムシリトリを23回行ったので，
1 6 .3回するどとに 1 回 ムシリ卜リを行った乙
と iζなる。
N. 考察とまとめ

オスの方がっつき始めるとつつき時 聞が長
く，l回当りのつつき回数もオスの方が多く，
明らかにオスの方が主体的につつき行動を行
ったわけである。また，オスの場合は，l回
当りのつつき回数の最高が 9 回であるのに比
べ， メスの方は 5 回であった。乙の乙とから
もいえるように， オスの方が明らかに精力的
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表1 アオゲラの1回当りのつつき回数

性�長 2 3 4 5 

メ ス 3 26 23 12 3 

オス（ 1 回目の観察） 18 59 75 33 30 

オス（ 2 回目の観察） 5 10 46 20 48 
. . . . . . ー ・・・・ . ・・ ・ ・ . · · · － － ー ー . . . . . . .’ ‘ ・ ー ー ・ ー ・・・ ー ー ー ． ． ー ， ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ・ ． ー ・ . . . . ー ー

自十 23 69 121 53 

表2 1回当りの平均つつき回数とその雌雄差

性 5]1] 

メ ス

オス（ 1 回目の観察）

オス（ 2 回目の観察）
・ ・ ー ． ， ・ ・ ・ ー ・ ・ . . . . . . ・ . ー ・・. . . . . . .. .

Z十

ツツキ

凶

67 

219 

157 
ー ー ー・. . . . . . .

376 

総つつ

き 回数

IB) 

187 

67 0 

663 
・ ， ．‘ ・ ・． ・ ー ． ． 

1,339 

l 回当り
平均つつ

き 回 数
CB /A) 

. ・ ， ． ．

2.79 

3.29 

4.22 

3.55 

であった。 観察の印象からいうと，メスのつ
つき行動は補助的であり，外敵に対する見張
役の方が主であるように思えた。 乙のように
今回の観察によれば， つつき行動に関しては
オスの方が主体的であった。 しかし， 乙の乙
とが，形態的にオスがメスよりもまさってい
るため， またその習性からそうであったとは
いえなし、。 限られた時 聞に行った観察例であ
るので， 乙れは一つの現象であったにすぎな
い。 したがって， ζ れがアオゲラ全体の乙と
とはいえない。 乙ういう場合もあるのだと考

78 

6 7 8 9 Z十

67 

3 219 

20 5 157 
・. ー ー・・ . ー －‘ ー ー ー ー ー . . . ー ー ー ー ー ・ ． ． ． ・ ． ー ． ． ． ． 亭 亭 ・‘ ー ， . . . .

21 8 376 

表3 つつき回数とムシリトリ回数の関係

性 5]1] ツツキ

凶

メ ス 67 

オス（ 1 回目の観察） 219 

オス（ 2 回目の観察） 157 
－ ・ ・ ． ， ． ‘ ・ ー ・・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・・・ . . .酔 事 ・ ，． ー ． ．． ． ． ． ． ．

言十 376 

ムシリ
トリの

回 数

(C) 

5 

15 

8 
・ ． ， ， ー ー ・ . ー ー

23 

ツツキと
ムシリ卜
リの間隔

A /C 
13.4 

14.6 

19.6 
－ ー . . . ー・・ ー ー ー ー ・ ．

16.3 

えるのが適当である。 いずれにせよ，他のケ
ースは，どんなつつき行動が見られるのか興
味が持たれるととろである。 今後の報告を待
ちたい。
注I）つつき 回数 ：つつき始めてから休止までつつ

いた数 。

注2）ツツキ 回数 ：休止から休止までのつつき行動。

ツツキ休止ツツキ 休止 ツツキ
例 ト一一→ ←一一一→ ←一一一一→

V. 文 献
中山正則(1976）：小千谷の野鳥，小千谷の

自然，小千谷市教育委員会，pp・283～298 。

ハチクマ栃尾でも繁殖か？ 栃尾 市 箕 輪 貴 一

57年 9月11 日付の新潟日報lζ掲載されたハ
チ クマの営巣発見の記事を読んで調べたと乙
ろ ， 栃尾 にもハチ クマが営巣しているらしい
乙とがわかったので報告します。

57年 4月28日（晴）， 正午に東山山中で上空
を旋回していると乙ろを発見（図1 ）。 乙れは
今年度の初認である。 なお， 55 年は5月 9日，

56年は 5月24自に初認している（図1 ）。
5月23日（晴）， 午前11時 30分，初認した場

所より1 km離れたととろで， 1羽がディスプ
レー（図2. 3 ）。

6月20日・・一··5 00 mほど．離れた山で・もディス

プレー

-1 4 -
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図1 ハチクマの飛淘

、、・..，

図2 ハチクマのディスプレー（跨示行動）

両翼を背方でくっつけ， 2～3回 はばたき，

ピィイーピッピッピッと鳴く。

「事務局だ よ り

新入会員の紹介

、..＿／

• 217 西 村 弘一 950 新潟市弁 天2丁 目1-1
弁 天ピJレ6 F，附奥村 組新潟支店内

• 218 佐藤 武 946 北魚沼郡小出町浦町6
・219 荒 川春男 東 京都台東区東上野 1

-6 -12附金村 内
・220 大勝直行 951 新潟市四ッ屋町 3

5096 加賀屋ビル 3 2 
• 221 遠藤 覚治 950-21新潟市寺尾東 1丁

目 1-44
・222 高橋信二 951 新潟市関屋松波町2丁

目124
・223 林 克久 948-01 中魚招郡 川 西 町山

野 田380-7 教員住宅202号
• 224小笠原光喜 953 西蒲原郡巻町 グリ

トピ t・3
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図3 ハチクマの観察地点と他のワシタ カ
類の営巣場所を示す略図。 ディスプレー はA
地点で観察された• B地点 は56年8月25, 26 
日に ハチクマをみた地点。 矢印 は ハチクマが
通過する方向を示す。 国中の数字 は営巣年度
を示し， ？ は不確実なことを示す。

7月 4 日…・・午前11時 30 分，午後 4 時 30 分
の2固にわたって 2羽が漉回する。 とのうち
ー 羽は羽が一部 欠領。 55年 8月14日も同じ場
所で2羽が通過していくのを見ている。

8月 5 日～25日まで観察を続けたが 9月現
在でも営巣場所を確認できず，また， 5 km離
れた地点でもいつも同じような場所で旋回し
ているハチ クマを観察してい る。 l羽または
2羽が一定方向に横切って飛んでいくのがみ
られる（ 図3 ）。

ーンハイツ290 -12
• 225 木下史夫 959-21 北蒲原郡 水原町岡

山町6 -11
・226 吉崎裕朗 950-21新潟市上新栄町

5829-1183 
・227 和田浩一 951 新潟市有明大橋町7一7

みどり荘12号
・228 吉田けい 956 新津市秋葉 1丁 目17-

30 
・229平岩 剛 950 新潟市松園 1丁 目1-16
・230 中原ノリレミ 950 新潟市河渡丁26 0 合

同宿舎8887
・231竹前和徳 957-02 北蒲原郡紫雲寺町

大字真野原外928
• 232須貝 斉 959-26 北蒲原郡 中条町西

栄町 4 -6
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－ 本間隆 平（新）950 新潟市 上所2 -12 上
所マンションB-532

－五十嵐敏行（新）950-21新潟市坂井1849
-4 

・小野島 学（新）959 -04 西蒲原郡 西川町
学校町67

・佐々木博昭（新） 950 -21新潟市 小新117 
・宮川 倦（新）956 新津市新町3-14 -6
・千葉 晃（新）950-21 新潟市 寺尾東 1丁

目13の11
・木原 繁（新） 940 長岡市干場 1 -2-25

明生寮202 号
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• 233 大橋孝雄 950 新潟市女池1387-74
• 234 伊 藤 信次 957-01北 蒲原郡聖籍町蓮

潟3159
・235 家田倹 一郎 959-21 北 蒲原郡 水原町

中央町1丁目11番24号
• 236網 野康彦 949 -72 南魚沼郡 大和町穴

地新田777, 国際大学内
• 237 伊 藤三郎 955三条市 島田 1- 6-12

・238塚原真司 950-1 1 新潟市 曽 川乙21 -
251 

・239竹之内泰次 959 -01 西蒲原郡分水町
国上9242

・240 中村登流 943 上越市 山屋敷町l ， 上
越教育大学山屋敷宿舎1-205号

• 241 蓮尾任志 949-23 中頚城郡 中郷村野
林13群15-2

• 242 多国 香 951
新潟市二葉町3-5929

• 243 佐藤 俊成 957 新発田市 本 町2丁目 6
番 9 号， きさらぎ荘11 
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・渡辺敬治（新）955 三条市新光603-3
・佐藤一平（新）955三条市桜木町1 -9
・高橋直子（新） 940 長岡市 川崎 1-2429-3

唐沢アパート内
・曽我 信男（新）940-11 長岡市 宮内1-3-12
・湯田祐 一（新）950 新潟市 石山3-1-8

（新）一…新住所

) f] � ®包〉
。 全国 探鳥地案内の新版作成中。新潟県から

もスタッフが加わって， よりよい内容にと
目下奮闘 中です。ど期待下さい。

©4月29日は， 春の全国一斉シギ，チ ドリ類
生息調査です。多勢の支部会員が調査員と
なってカウン卜される乙とを期待します。
尚， 一斉調査《シギ、 チドリ（ 4�9. 9/15), 
ガン， カモ， ハクチョウ（ 1/15）》の代表
調査員は小野島学（ 県支部幹事）です。

。 協定旅館、ながさきロッヂ、干9 49-21,
中頚城郡妙高々原町池の平温泉， 02558 (6) 
2261, I i自2 食￥4500円。初夏の妙高々原
でバードウオッチ ングをしまし ょう。マミ
ジロやホオアカが歓迎してくれます。また，
宿泊の際はぜひ 「ながさきロッヂJへ。

。 支部会員名簿の新版を作成中ですが， 住所
変更された方はお早自にお知らせ下さい。

、J

、』J

ウグイスの初鳴き， ツバメの初認， 今春も
またデーターを送って下さい。

電話かはがきで結構です。
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